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▼流行中！マイコプラズマ肺炎 

最初は風邪と似た症状が現れ、1～2日遅れ

て咳が出始め、1カ月くらいしつこく続くの

が特徴です。とくに早朝や就寝前にひどく咳

き込む傾向があります。咳が長引き、なかな

か改善されない場合は治療薬がありますの

で、受診しましょう。潜伏期間（14日～21

日）が長く、感染源の特定はこんなんですが、

熱やアルコールに弱いので、消毒薬を使用す

ることで予防ができます。咳で感染が広がる

ため、手洗い、うがいなどもこまめに行いま

しょう。また、風邪やインフルエンザと同様、

免疫力が弱っている時にかかりやすいので、

栄養や睡眠をしっかりとり、規則正しい生活

を心がけましょう。 

年末年始はほとんどの病院が休診と

なります。お子様の急な発熱やけが

に備えて、事前にかかりつけの病院

の他、近くの救急病院の診療時間と

休診日は確認しておきましょう。 

年末年始の急病は？ 
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インフルエンザは症状が重くなりやすく、体力を消耗します。回復するまでしっかり休むことが大切です。 

登園を再開する為には、① ②の条件を満たしていることが必要です。 

  

 

 

 

登園前に、医師に登園できるかどうかの確認を行い、登園許可書を記載してもらい登園しましょう。 
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

突然の高熱 

（38℃以上） 

おう吐 

関節痛 

筋肉痛 激しいせき 

のどの 

痛み 

鼻水 

頭痛 

インフルエンザに感染すると、高熱、咳や鼻水、のど 

の痛み、全身痛などのつらい全身症状を伴います。 

潜伏期間が 1～3日と短く、感染力が強いので注意 

が必要です。カゼには症状を緩和する薬しかありま 

せんが、インフルエンザにはウイルスに直接効く薬 

があります。処方された薬を飲めば重症化を防ぎ、 

症状の出る期間を短くできます。インフルエンザを 

疑ったら必ず受診するようにしましょう。 

 

医療機関での検査は、15分 

程度で診断がつきます。 

ただし、一般的には発熱後 

8時間以上経っていないと、 

検査をしても正確な結果が 

でないのでご注意を！ 

 症状 

を経過していること 
 

 

 

熱がすぐ下がった場合 
 

発症の翌日に熱が下がった場合、発症から

5日経過するまでお休みしましょう。 

3日後に熱が下がった場合 
 

発症から 5日後、たとえ熱が下がっていた

としても、解熱した翌日から数えてまだ 2

日目なので、もう 1日お休みしましょう。 

インフルエンザと診断されたら… 

 


